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夫
驚
夫
記
事
携
夫
溌
劣
恭
夫
詫
諜
劣
劣
夫
弗
夫
夫
詣
去
携
糸

例
会
記
録
一

六
月
例
会
平
成
十
三
年
六
月
二
十
三
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
吉
益
東
洞
『
古
書
医
言
」
に
お
け
る
儒
教
経
典

舘
野
正
美
・
大
山
昌
道

一
、
橋
田
邦
彦
に
お
け
る
「
日
本
医
学
」
の
提
唱

ｌ
そ
の
生
命
観
と
社
会
認
識
を
中
心
に

瀧
澤
利
行
・
七
木
田
文
彦

十
月
例
会
平
成
十
三
年
十
月
二
十
七
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
公
衆
衛
生
の
確
立
に
お
け
る
日
本
と
英
国

ｌ
長
与
專
斎
と
團
昌
ｐ
ｇ
且
乱
具
の
果
た
し
た
役
割

上
林
茂
暢

一
、
関
東
大
震
災
と
横
浜
「
関
西
村
」
の
病
院
に
つ
い
て中

西
淳
朗

十
一
月
例
会
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

一
、
ロ
ン
ド
ン
病
院
マ
ト
ロ
ン
の
書
い
た
見
習
生
用
テ
キ
ス
ト

《
Ｆ
の
ｇ
匡
門
朋
○
己
の
Ｑ
〕
閏
巴
ｚ
巨
勗
冒
唄
》
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

｜
例
会
抄
録
一

の
日
８
里
魁
蔚
守
玉
再
に
よ
る

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
看
護
改
革

第
二
次
世
界
大
戦
の
日
本
の
看
護
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の

は
、
の
ｇ
①
国
一
国
８
月
匡
胃
蔚
吊
、
匡
冒
①
日
①
○
○
ヨ
ョ
四
且
閏
さ
吋
昏
①

シ
罠
８
℃
○
言
①
耐
（
連
合
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
。
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
、

国
ｓ
胃
函
８
－
号
“
己
君
堅
註
吊
艀
８
９
〕
ｚ
昌
里
眉
鈩
爵
尉
目
昌
‐

囚
（
）
ロ
（
公
衆
衛
生
福
祉
局
看
護
課
。
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
）
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
、
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
の
制
定
、
厚
生
省
看

護
課
の
設
立
、
日
本
産
婆
看
護
婦
保
健
婦
協
会
（
現
在
の
日
本
看
護
協

会
）
の
助
成
、
産
婆
・
保
健
婦
・
資
格
既
得
者
へ
の
再
教
育
コ
ー
ス
の
創

設
な
ど
の
事
業
を
五
年
九
か
月
二
九
四
五
年
十
月
か
ら
一
九
五
一
年
六

月
ま
で
）
と
い
う
期
間
に
行
っ
た
。

占
領
下
の
看
護
政
策
は
、
そ
の
大
部
分
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
長
の
国
８

国
旨
号
①
号
と
兵
一
九
○
四
年
七
月
二
二
日
生
、
一
九
七
八
年
八
月
一
四
日

没
。
以
下
、
オ
ル
ト
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
占
領
下
の
看
護
政
策
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
オ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
な
看
護
思
想
を
も
ち
、
そ
れ

ら
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
政
策
に
反
映
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
が

一
、
大
英
図
書
館
の
ス
タ
イ
ン
医
薬
文
書

大
石
杉
乃

真
柳
誠
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必
要
で
あ
る
。

分
析
に
用
い
た
主
な
史
料
は
、
⑦
函
Ｃ
耐
。
シ
勺
詞
向
○
○
罰
□
い
の

《
一
国
三
房
国
の
巴
号
四
目
弓
農
冑
の
罰
①
８
ａ
の
ど
（
一
九
四
五
年
七
月
二
八

日
よ
り
一
九
五
一
年
八
月
八
日
ま
で
）
、
「
看
護
学
雑
誌
」
、
「
看
護
」
、
《
《
弓
馬

盲
冒
の
函
○
房
曰
、
Ｚ
員
の
①
の
ど
巨
昌
目
①
旨
樹
間
旨
の
葛
、
聞
き
取
り
調

査
田
３
ぐ
閏
ゞ
Ｐ
ｂ
．
、
金
子
光
、
平
井
雅
恵
、
大
嶽
康
子
、
高
橋
シ
ュ
ン
、
岡

田
菊
江
、
滝
澤
稔
子
他
）
、
書
簡
（
○
こ
め
。
。
》
く
・
旨
．
、
榊
秀
子
他
）
で
あ
る
。

一
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想
形
成
に
影
響
し
た
要
因

オ
ル
ト
が
看
護
教
育
を
受
け
た
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
九

一
一
七
年
の
全
国
看
護
教
育
連
盟
の
勧
告
に
基
づ
く
看
護
教
育
の
改
革
が

行
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
オ
ル
ト
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
看
護

学
校
を
卒
業
後
、
大
学
に
お
い
て
公
衆
衛
生
学
を
修
め
て
お
り
、
当
時

と
し
て
は
高
レ
ベ
ル
と
言
え
る
教
育
を
受
け
て
い
た
。
オ
ル
ト
は
、
メ

ソ
デ
ィ
ス
ト
派
教
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
看

護
改
革
や
看
護
教
育
に
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大

戦
前
、
日
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
看
護
職
に
従
事

し
た
経
歴
が
あ
り
、
当
時
の
聖
路
加
国
際
病
院
看
護
婦
た
ち
と
の
交
流

も
あ
っ
た
。

二
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想

オ
ル
ト
の
看
護
思
想
に
は
「
看
護
は
芸
術
で
あ
り
、
科
学
で
あ
り
、

専
門
職
業
で
あ
る
」
と
い
う
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
思
想
、
ゴ
ー
ル

ド
マ
ー
ク
報
告
、
フ
レ
ッ
ク
ス
ナ
ー
の
専
門
職
の
基
準
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
オ
ル
ト
は
ア
メ
リ
カ
看
護
の
発
達
過
程
が

日
本
の
看
護
政
策
の
モ
デ
ル
と
し
て
適
切
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ

舘
野
正
美
・
大
山
昌
道

い
わ
ゆ
る
〃
道
家
・
道
教
思
想
″
の
思
想
は
、
中
国
古
代
の
思
想
家

で
あ
る
老
子
や
荘
子
ら
に
由
来
す
る
哲
学
思
想
と
、
こ
れ
又
中
国
古
代

に
淵
源
す
る
と
こ
ろ
の
中
国
の
民
間
宗
教
と
が
、
あ
る
い
は
単
独
に
、

あ
る
い
は
両
者
相
俟
っ
て
織
り
な
す
と
こ
ろ
の
、
中
国
思
想
に
お
け
る

一
大
潮
流
で
あ
る
。
か
た
や
吉
益
東
洞
の
医
学
思
想
に
お
け
る
中
国
古

代
思
想
の
影
響
は
、
既
に
先
達
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
又
拙
槁
に
よ
っ
て
、

い
さ
さ
か
こ
れ
を
概
観
さ
れ
来
た
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
更
に
詳
細
に

亘
る
分
析
は
、
未
だ
多
く
を
見
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

以
下
に
お
い
て
、
ま
ず
道
家
・
道
教
思
想
に
対
す
る
東
洞
の
発
言
を
概

観
し
、
次
い
で
彼
の
医
学
思
想
と
道
家
・
道
教
思
想
と
を
対
比
し
て
、

そ
の
内
容
を
比
較
検
討
し
、
以
て
彼
の
医
学
思
想
の
特
質
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
（
〕
○

三
、
オ
ル
ト
の
看
護
思
想
と
看
護
政
策
と
の
関
係

オ
ル
ト
の
看
護
思
想
は
看
護
教
育
審
議
会
に
反
映
さ
れ
、
政
策
化
さ

れ
た
。
免
許
制
度
の
改
善
、
看
護
教
育
制
度
の
改
善
、
再
教
育
コ
ー
ス
、

看
護
の
職
業
団
体
の
組
織
化
、
厚
生
省
看
護
課
の
設
置
な
ど
の
看
護
政

策
は
、
看
護
の
水
準
を
上
げ
看
護
職
を
専
門
職
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
平
成
十
二
年
五
月
例
会
）

吉
益
東
洞
と
道
家
・
道
教
思
想


